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（１）才ヶ原池に侵入した外来生物 

                                                                                                                      

 

 

 

 

1990年 箕面市公園緑地課の報告書 

『才ヶ原の森 自然環境保全調査』にオオクチバス  

ブルーギルの生息が確認されている（今から 29年前） 

                                                

（３）かいぼりの効果 

 

 

 

 

 

 

 

（２）かいぼりができない理由                       

①箕面市も緊急用水源 

②マミズクラゲの多産地  福岡県では準絶滅危惧種に指定されている。 

③トンボの宝庫 48種類ものトンボが生息している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スポーツフィッシング 

ブームの到来 

オオクチバス 

の放流 

オオクチバスの餌とし

てブルーギルの放流 

在来生物の減少 

（魚類、水生昆虫） 

オオクチバスとブルー

ギルのみが生息する 

（生物相の単純化） 

オグマサナエ（準絶滅危惧種） 

ベニイトトンボ（準絶滅危惧種） 

コサナエ（京都府要注目種） 

オオタニシ（準絶滅危惧種） 

 

写真２ ブルーギル 

写真１ マミズクラゲ 
写真３．ブルーギル釣りの様子 



 

（４）ブルーギルの捕獲数 

  捕獲方法 のべ竿 固定うき仕掛け 道糸１号 ハリス０．８号 きじ針 餌：シマミミズ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）自然護岸とコンクリート護岸で捕獲される 

ブルーギル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ＊捕獲数（捕獲率％） 

 

 

写真４ 釣り上げたブルーギル 

写真５ ブルーギルを原地で解剖 

写真６ ブルーギルの内臓調査の様子 
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第1図 才ヶ原池で捕獲したブルーギルの体長と捕獲数

研究のまとめ 

①体長の大きな個体からは様々な昆虫が確認された。ただ、そのほとんどは陸生昆虫であり、水生昆虫は少なかった。 

②水生昆虫は泳ぐ力があるため、ほとんど捕獲されなかった。 

①１年間で捕獲できる個体数は 1,000 匹以下であり、これではブルーギルによる生物圧を低下できないのが実情であった。 

自然護岸の方が大型個体は多く生息していると思わ

れる。コンクリート護岸は小型個体が多く生息してい

る。 

生後２年目の個体が多く捕獲できた。 

 

（ミシガン州におけるブルーギルの年齢調査から推測

する。） 


